



























Current Problems and Future Issue of Gender Representation in Japanese Museums : 








































［Noss and Hewlett 2001］。185 の民族誌データを用いた性役割の分析によると，ドメスティックな
土器作りや機織りなど，女性が担うことが多いとされる仕事はあるが，地域的な多様性がある。ユー
ラシア東部についてみれば，土器作りについて性役割が分かっている 12 の社会のうち，女性のみ

















































いくつか気になる点がある。第 1 展示室はリニューアルのため 2016 年 5 月から 2019 年 3 月まで閉
室となっているが，リニューアル前の展示について，歴博共同研究「日本列島社会の歴史とジェン




































































1990 年以降，週 60 時間以上の長時間労働をしている男性の比率は下がってきているが，子育て世
代の 30 代，40 代男性の 15％以上が 2016 年においても週 60 時間以上就業している。また，日本の
女性が家事・育児にかける時間は他の先進国と比べて高く，男性が家事・育児にかける時間は最低










































































（2018 年 12 月 7 日受付，2019 年 5 月 28 日審査終了）
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る。復元イメージが来館者にとって親しみやすくなるように，意図的に，あるいは意図せずして，
現代の性役割が過去の社会増に投影される。その結果，過去の社会においては実際には存在した可
能性の高いジェンダーの複雑さや多様性は，復元に入り込む余地がなくなってしまう。そして，ス
テレオタイプなイメージが繰り返し作成されることで，特定の性役割が永久不変に存在しているか
のようなメッセージを発してしまうことが懸念される。
　性役割だけでなく，ジェンダー・アイデンティティやセクシュアリティについても，現代とは異
なる多様なあり方が過去に存在したことについて意識的に検討することが必要である。性役割や
ジェンダー間の関係について考古学的に明らかにすることは容易ではなく，不明な点が多い。だか
らこそ，分からないところを安易に現代的ジェンダーや民族誌によって埋めてしまうことは，現代
的ジェンダー観の再生産につながるだけでなく，研究の深化を阻害することにもなる。ヒトの社会・
文化の多様性，ひとつの文化における個人の多様性を見据えた復元というのが，今後の博物館には
求められるのではないか。真摯で科学的な研究が，よりよい復元には欠かせない。よりよい復元を
めざす努力が，考古学という学問にとっても，社会にとっても，よい変化をもたらすのではないか
と期待する。
